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	＜提出論文情報記入用紙＞
	
	

	著者名フリガナ
	
	

	著者名
	姓)
	名)

	学籍番号
	
	

	所属 (学部・研究科名)
	
	

	提出論文
(該当論文を●にする)
	 学士論文
 修士論文
	 博士課程単位修得論文
 博士学位取得論文

	指導教員名フリガナ
	
	

	指導教員名
	姓)
	名)

	提出年 (西暦)
	                                       
                     年
	

	






やむを得ない事由の届出書
	
  　　年 　　月 　　日
経営管理研究科長　殿
住所　　　　　　　　　　　　　　


氏名　　　　　　　　　　　　　　                   

学籍番号

学位論文 (博士) のインターネット公表について

　下記の事由により、博士論文全文のインターネットによる公表には支障があると思われますので、お控えくださいますようお願いします。なお、所定の期日までに全文公表にむけ必要な手立てを講じ、当該事由がなくなりましたら速やかに報告します。また、当該事由が解消されなかった場合には、公表可能な博士論文の要約版を提出します。

記
インターネット公表できない事由：
	



【注意事項】
※ 博士論文のインターネットによる公表ができない「やむを得ない事由がある場合」とは、次に掲げる場合が想定される。
①　博士論文が、著作権保護、個人情報保護等の理由により、博士の学位を授与された日から１年を超えてインターネットにおいて公表することができない内容を含む場合
②　出版刊行、多重公表を禁止する学術ジャーナルへの掲載、特許の申請等との関係で、インターネットの利用による博士論文の全文の公表により博士の学位を授与された者にとって明らかな不利益が、博士の学位を授与された日から1年を超えて生じる場合
③　博士論文が、立体形状による表現を含む等の理由により、インターネットの利用により公表することができない内容を含む場合

※　博士の学位を授与された者は、「やむを得ない事由」がなくなった場合には、その旨を速やかに経営管理研究科事務室に連絡し、当該博士論文の全文を大学の機関リポジトリにより公表すること。また、所定の期日までに上記の事由が解消されなかった場合には、経営管理研究科事務室に申し出ること。

※　研究科教授会で学位論文全文をインターネット上では非公表とすることが承認された場合には、次のものを提出すること。
①　公表可能な博士論文の要約版
②　要約版における修正箇所の一覧
